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1. はじめに 

近年の 3 次元物体のデジタルコピー技術は飛躍的に発

達している．従来から広く利用されてきた金属鍵であっても，

最先端技術を駆使すれば，鍵形状をスキャニングして完全

な形状複製が可能となる可能性が生まれてきた．そこで本

研究では，高精細な画像を取得することが可能である紫外

線画像に着目し，金属鍵表面の微細な傷を紫外線画像で

取得し，鍵認証に利用する技術の開発を続けている[1]． 

本報告では，金属鍵をシリンダに挿入し鍵の一部がシリ

ンダ構造で見えなくなっている紫外線画像情報であっても

個体識別が可能であるか調査を行なった結果を示す．さら

に、シリンダへの鍵の抜き差しが個体印象に及ぼす影響の

調査を行なった結果を報告する． 

2. 鍵挿入時の鍵認証の検討 

本研究では，美和ロック株式会社製の U9 シリンダーと

PR シリンダーの 2 種について，内部構造が見えるように特

殊な穴をあけたシリンダに鍵を挿入し，鍵の一部が隠れた

状態で図 1のように紫外線画像を撮影して検討した． 

  

図1. 鍵挿入時の U9シリンダーと PRシリンダー画像 

図 2は PRシリンダーのマスター鍵に対して，同一鍵１画

像と同形状鍵 5画像と異形状鍵 10画像の類似度を算出し

た結果をまとめたものである．他の PR 鍵においても，図 2

の結果と同様に，同一鍵と同一形状鍵や異形状鍵で大き

な類似度の差を確認することができた．このことから，PR シ

リンダーでは鍵挿入状態でも紫外線による個体識別を実

現できることが確認できた． 

U9 シリンダーでも同様の実験を行ったが，シリンダ構造

の影響で挿入時の鍵が見える領域が少なかったため，図 2

のように同一鍵とその他の鍵で類似度の有意な差を確認

することができなかった． 

以上の結果から，提案する紫外線画像による金属鍵の

個体識別は PRシリンダーでは，紫外線照明とカメラを小型

化して組み込むことができれば，将来実用的な認証技術

に発展できる可能性があることを確認した． 

 

図2.  PRシリンダー用鍵の同形状・異形状鍵類似度比較 

3. シリンダ挿入による鍵摩耗変化の検討 

シリンダ用鍵を利用する場合，抜き差しによる摩耗のた

めに表面の傷画像に変化が発生する．そのため，摩耗変

化がどの程度紫外線で観測できるのか調査した． 

図 3 は PR シリンダー用鍵の新品鍵に対して，「シリンダ

に鍵挿入→鍵を閉める→鍵を抜く→シリンダに鍵挿入→

鍵を開ける→鍵を抜く」を 1 回の操作として 50 回の操作ご

とに紫外線で鍵画像を撮影し，初期状態の鍵との類似度

を求めたグラフである．  
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図3. 鍵のシリンダ抜き差しによる摩耗劣化の変化 

図3の結果から，摩耗変化を紫外線画像によりとらえるこ

とができることが確認できた．  

4. まとめ 

紫外線画像による金属鍵認証技術を確立するため，シリ

ンダ挿入状態での鍵画像で個体認証ができること,金属鍵

の摩耗変化を紫外線画像で取得できることを確認した．今

後は，紫外線による鍵の個体認証技術を商品化できるレ

ベルに確立していく計画である． 
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